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研究成果の概要（和文）：後鼻神経切断術のモデル動物を作成し、後鼻神経切断が鼻粘膜及びアレルギー性鼻炎
の病態に及ぼす影響を検討した。後鼻神経切断により鼻粘膜呼吸上皮の神経線維及び神経ペプチド発現低下とア
セチルコリン合成不全による鼻汁量減少を認めた。アレルギー性鼻炎モデルでは、後鼻神経切断術により鼻汁量
が減少したが，鼻掻き・くしゃみ症状には効果がなかった。アレルギー感作に伴う粘膜の肥厚や，好酸球・肥満
細胞の浸潤，炎症サイトカインの発現亢進は，後鼻神経切断術により変化しなかった。アレルギー性鼻炎の病態
において鼻粘膜の脱神経は、鼻汁を抑制する一方で過敏症の抑制および粘膜のアレルギー反応への関与が少ない
ことが示された。

研究成果の概要（英文）：Posterior nasal neurectomy (PNN) suppresses the nasal symptoms of allergic 
rhinitis. However, the cellular mechanisms underlying these effects are not known. We investigated 
the impact of denervation of nasal mucosa on allergic rhinitis. We established a rat model of PNN. 
After PNN, neurofilaments, choline acetyltransferase and neuropeptides were absent in respiratory 
mucosa. Nasal secretion was reduced due to deficient acetylcholine synthesis. In the allergic 
rhinitis model, PNN induced disappearance of neurofilament, choline acetyltransferase and 
neuropeptides in the nasal mucosa and suppressed nasal secretion. However, other allergic symptoms 
and findings, including sneezing, nasal scratching, mucosal thickening, infiltration of eosinophils 
and mast cells, and cytokine mRNA expression, were unchanged even after PNN. Together, these data 
indicate that the peripheral nervous system and corresponding neuropeptides are not major 
contributors to hypersensitivity in allergic rhinitis.

研究分野：耳鼻咽喉科

キーワード： 後鼻神経切断術　アレルギー性鼻炎
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研究成果の学術的意義や社会的意義
耳鼻咽喉科の診療においてアレルギー性鼻炎に対して後鼻神経切断術がしばしば行われているが、その治療の基
礎的なエビデンスは少なかった。今回の検討を通して、後鼻神経切断術は鼻汁を減少させるが過敏症には効果が
少ない可能性があるという基礎的なエビデンスを示すことができたことの意義は大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
アレルギー性鼻炎は耳鼻咽喉科の診療でしばしば遭遇する。アレルギー性鼻炎は、鼻粘膜の
Ⅰ型アレルギー疾患で、くしゃみ、鼻漏、鼻閉を 3 主徴とし、スギ花粉症をはじめ、有病率も
高い。アレルギー性鼻炎の治療法は薬物治療が中心であるが、保存的治療のみでは難治性の症
例もあり、次の治療方法として手術的治療が選択されている。その手術的治療方法の一つに後
鼻神経切断術が挙げられる。 
後鼻神経は鼻粘膜呼吸上皮の支配神経の一つである。後鼻神経切断術は、鼻腔内へ分布する
後鼻神経を内視鏡下に基部で切断し、鼻炎症状を選択的に抑える方法であり特に鼻汁抑制に効
果があることが知られている。しかしなぜこの後鼻神経切断が鼻炎症状に効果があるのか、そ
の作用機序の詳細に関しては十分な基礎研究が行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、アレルギー性鼻炎おける神経制御の果たす役割の解析をおこなった。特に申請
者が確立した後鼻神経切断術のモデル動物を用いて、鼻粘膜における支配神経の切断が鼻炎の
病態や鼻粘膜組織、鼻汁分泌に及ぼす影響を組織学的、分子生物学的に解析し、アレルギー性
鼻炎における神経制御と病態を解析し治療法の進歩に寄与することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
後鼻神経切断術のモデル動物を作成し、後鼻神経切断が鼻粘膜における神経の発現および鼻
汁量等に及ぼす効果の検討を行った。次にアレルギー性鼻炎の感作モデルに対して後鼻神経切
断術を行うことで、鼻粘膜の脱神経がアレルギー性鼻炎の病態に及ぼす影響を検討した。 
 
４．研究成果 
後鼻神経切断により鼻粘膜呼吸上皮の神経線維及び神経ペプチド発現低下とアセチルコリン
合成不全による鼻汁量減少を認めた。アレルギー性鼻炎モデルでは、後鼻神経切断術により鼻
汁量が減少したが，鼻掻き・くしゃみ症状には効果がなかった。アレルギー感作に伴う粘膜の
肥厚や，好酸球・肥満細胞の浸潤，炎症サイトカインの発現亢進は，後鼻神経切断術により変
化しなかった。アレルギー性鼻炎の病態において鼻粘膜の脱神経は、鼻汁を抑制する一方で過
敏症の抑制および粘膜のアレルギー反応への関与が少ないことが示された。さらにヒスタミン
を用いた検討では、ヒスタミンの点鼻による増強する鼻掻き・くしゃみは後鼻神経切断群でも
同様に認められ、ヒスタミン点鼻前に抗ヒスタミン薬を投与するとこれらの過敏症状はコント
ロール群，後鼻神経切断群ともに抑制された。後鼻神経切断術後の鼻粘膜では，知覚神経の多
くは脱神経しているにも関わらず，ヒスタミン刺激により鼻掻き，くしゃみなどの症状が出現
し，抗ヒスタミン薬で抑制されたことから，後鼻神経はヒスタミンを介したアレルギー反応に
おいて主要な役割を担っていないことが示唆された。また片側の後鼻神経切断側にヒスタミン
点鼻をすると対側の鼻汁分泌が促されたことは後鼻神経以外を介した残存する神経反射の存在
も示唆された。 
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